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石巻市立病院

新病院のITシステム基盤をアライドテレシスが
トータルに導入

「被災地における医療復興のシンボル」として 
新病院を開院

東日本大震災で甚大な被害を受けた石巻市立病院は2016
年9月、JR石巻駅前に新病院を開院した。震災にともなう津
波により以前の石巻市立病院の建物は全壊し、以降は仮診
療所を開設して診療を継続してきた。開院した新病院は「被
災地における医療復興のシンボル」として新たな一歩をスタ
ートした。

新病院は地上7階建てで、災害にも強い構造を採用してい
る。石巻市立病院 医療技術部長 薬剤科部長の片山 潤氏は、

「新病院の敷地も震災の際には1メートルほど浸水しました。
そのため、1階部分はすべて駐車場とし、病院機能は2階以
上に置いています。1階と2階の間に免震層を設け、万一大
きな地震が発生しても診療を継続できるようにしています」
と新病院の建物の特徴を話す。屋上には搬送用のヘリポー
トも備え、災害時医療体制を整えた病院となっている。

新病院の病床は一般病棟140床（うち20床は緩和ケア病床
として整備）に、療養病棟40床。内科、外科、整形外科、放
射線診断科、麻酔科、リハビリテーション科の計6診療科
で、基本理念である「市民に愛される病院。市民に信頼され、
市民が満足する質の高い医療の提供」を目指し、医療サービ
スを提供している。

将来を見据えたネットワークを構築

石巻市立病院では新病院の建設にあたり、電子カルテシ
ステムおよびその基盤となるインフラも新規で導入した。
今回、その基盤となるネットワークやサーバー、端末など、
病院に必要となるさまざまなIT機器、システムの導入を一
元して行ったのがアライドテレシスである。

石巻市病院局 経営企画室長 兼 石巻市立病院 医療情報管
理センター 副センター長の中村 仁美氏は、「以前の石巻市
立病院でも電子カルテシステムを導入していましたが、新
病院でも導入すべく、インフラとあわせて時間を掛けて検
討を行ってきました」と話す。

基盤となるネットワークについて片山氏は、「とくにネッ

トワークについては、最初にしっかりしたものを導入しよ
うということで検討しました。以前の病院のネットワーク
は追加で拡張を行っていたため複雑になってしまい、運用
にも苦労していました。将来的なことも見据えたネットワ
ークを構築したいと考えました」と語る。

電子カルテの基盤はトラブルが起きると診療も停止して
しまうため、高い可用性が求められることはもちろん、患
者の大切な情報を預かるという観点からセキュリティーに
ついても厳しい要件が求められた。

中村氏は、「証明書を導入し、証明書のない端末は接続で
きないようにしています。手間は増えますが、セキュリテ
ィー面を考えると必要です」と話す。同時に、情報漏えい対
策のためのクライアント運用管理ソフトウェアなどの導入
も要件のひとつとなった。

ITシステムの基盤をアライドテレシスが 
トータルに導入

検討の後、医療情報システム構築業務事業者選定公募型
プロポーザルなどの手続きを経て、電子カルテシステムは
株式会社ソフトウェア・サービスが、その基盤となるネッ
トワークやサーバー、ストレージ、端末などはアライドテ
レシスがトータルで導入を行うことと決定した。

ネ ッ ト ワ ー ク に つ い て は、 コ ア・ ス イ ッ チ と し て
「CentreCOM x930シリーズ」を2台、VCS（Virtual Chassis 
Stacking）機能を使って冗長化して設置。フロア・スイッチ
やサーバー・スイッチには「CentreCOM SH510シリーズ」
が採用され、さらに、無線LANアクセスポイントには「AT-
TQ3400」が導入されている。なお、フロア・スイッチ、サ
ーバー・スイッチもコア同様にVCSを使って2台のスイッチ
をスタックすることで可用性を高めている。

ネットワーク上の仮想基盤は、アライドテレシスのサー
バー設計・構築サービス「EtherGRID」により構築されてい
る。EtherGRIDは、サーバーの設計から構築までを提供す
るソリューションだ。なお、電子カルテシステムの基盤に
ついても、クラスター化により耐障害性を向上した構成と
なっている。

宮城県石巻市の石巻市立病院は、新病院の建設にあたり、ITシステムの基盤
をトータルにアライドテレシスから導入。電子カルテシステムの仮想化基盤を
「EtherGRID」により構築、ネットワーク、クライアントPC、プリンタ、デジタルサ
イネージ、無線LAN環境などを一元的にアライドテレシスが導入・構築することで、導
入に関する負担を大幅に軽減。さらに、Net.Monitorで保守サポート窓口もアライド
テレシスに一元化することにより、運用を効率化している。
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その他にも、クライアントPCやプリンタ、デジタルサイ
ネージ、さらに、Ｓｋｙ株式会社のクライアント運用管理
ソフトウェア「SKYSEA Client View」などについてもアラ
イドテレシスが一元で導入しており、導入に関する石巻市
立病院の負担を大きく軽減している。

片山氏は、「新設の建物ですのでさまざまなITを導入する
必要がありましたが、これをそれぞれ違うベンダーにお願
いしていたのでは大変です。一元化でき、導入の手間を大
幅に効率化できました」と話す。

市内の医療機関と結ぶネットワークも刷新

インフラの設置工事は、新病院の工事完了にあわせてス
タートし、予定通りに完了した。「短いスケジュールでした
が、アライドテレシスは柔軟に対応してくれて助かりまし
た」と片山氏は評価する。

2016年9月、新病院は無事開院を迎え、新ITは大きなトラ
ブルもなく、安定して稼働している。

今回、石巻市立病院に加え、石巻市の医療機関である4つ
の医療機関（石巻市立病院開成仮診療所、石巻市立牡鹿病
院、石巻市雄勝診療所、石巻市寄磯診療所）でも、IT機器
の更新を行うとともに、ネットワークを接続。各医療機関
から石巻市立病院の電子カルテシステムを利用できるよう
になっている。なお、この医療機関を結ぶインターネット
VPNは、アライドテレシスが提供する「アライド光」である。
「4つの医療機関と結ぶ以外にも、さまざまな業者がリモ

ート保守に利用するなど、何本ものインターネットVPN回
線が必要ですが、これらをアライド光で一本化できました。
コストはもちろん運用面でも効率化が図れ、とても良かっ
たと思います」と中村氏は話す。

石巻市立病院では今回、開院後のインフラ保守・運用に、
アライドテレシスのIT運用支援サービス「Net.Monitor」を
導入している。Net.Monitorは、障害発生時の切り分け支援
を基本に、アライドテレシスの運用センターで24時間365日、
リモート監視を行い、障害の早期検出・予兆検出を行うサ
ービスだ。異常が発生した際にはアラートおよびメール送
信で通知する。

中村氏は、「何か起きた際には連絡をもらえますので、安
心して運用できています。当院にはインフラ専任の部署が
ありませんので、Net.Monitorはとても助かります」と言う。

ネットワークカメラもインフラ上に導入

新病院のスタートを切った石巻市立病院。片山氏は、「基
盤となる部分については、しっかりとできたと評価してい
ます。充実したネットワークが構築できました」と評価して
いる。

石巻市立病院では今後、みやぎ医療福祉情報ネットワー
ク協議会の運営する医療情報ネットワーク「MMWIN（エ
ムエムウィン）」とも連携して、地域住民に対する医療・介
護・福祉支援にも注力していく。中村氏は、「今年度中には
MMWINとの接続を実施する予定です。電子カルテシステ
ムのデータは、院内以外にも電子カルテベンダーのサーバ
ーにもバックアップを保管していますが、MMWINに加入
することでさらにバックアップを強化できます」と話す。

加えて、アライドテレシスでは、開院後に病院からの依
頼を受け、監視カメラの設置も行っている。「構造上、受付
から待合室が見えないところがあり、ネットワークカメラ
を導入しました。カメラ用にまたネットワークを引いて、
モニターも設置してというのでは手間が大きすぎますが、
ネットワークに追加する形で容易に導入できて良かったで
す」と中村氏は話す。

最後に片山氏に今後の展望を聞いた。
「今回のIT導入では、満足いくものができたと思います。

今後は利用しながら、新しいものなども検討していきます。
物理セキュリティーのさらなる強化なども考えていきたい
と思いますので、引き続きアライドテレシスには支援を期
待しています」（片山氏）

アライドテレシスではこれからも、技術や製品の提供、
サポートの充実などを通じて、石巻市立病院の医療サービ
スの基盤全体を支援していく。

▲診察室前に設置された全方位ネットワークカメラ。待合ス
ペースで待機している患者のモニタリングを行っている。▲明るい院内にはデジタルサイネージや無線LANをはじめさまざまなITシステムが導入されている。
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ネットワーク構成イメージ図

石巻市立病院
医療技術部長 薬剤科部長
片山 潤氏

石巻市病院局 経営企画室長
兼 石巻市立病院 医療情報管理センター
副センター長
中村 仁美氏

お客様プロフィール

■石巻市立病院
所 在 地 ：宮城県石巻市穀町15番1号
診療科目 ：6診療科
病 床 数 ：一般病棟140床（うち20床は緩和ケア病床）、療養病棟40床

1998年開設。市の運営する市立病院。地域医療に貢献し、地域の皆様が
満足する質の高い医療を提供する。
http://ishinomaki-city-hospital.jp/

〒141-0031  東京都品川区西五反田7-21-11 第2TOCビル　　http://www.allied-telesis.co.jp/

http://www.allied-telesis.co.jp/contact/
ネットワーク構築などのご質問やご相談、その他のお問い合わせ

●CentreCOM、SwitchBlade、Secure EnterpriseSDN、AMFramework、VCStack、EPSRing、LoopGuard、AlliedView、AT-Vista Manager、AT-VA、AT-AWC、AT-UWC、Allied Telesis Unified Wireless Controller、EtherGRID、
Net.Service/ネット・ドット・サービス、Net.Cover、 Net.Monitor、 Net.Assist、アライド光は、アライドテレシスホールディングス（株）の登録商標です。●その他記載の会社名、製品名は各社の商標および登録商標です。●記載さ
れている内容を許可なく使用､ 複製､ 複写､ 改変､ 加工､ 転載等することを禁じます。
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・ 基幹系システム（電子カルテシステム）のサーバーインフラ構築
・ PC、プリンター、スキャナー
・ 資産管理システムの導入（ソフト &ハード、役務）
・ 『アライド光』によるインターネット VPN回線の提供
・ 院内ネットワークの設計構築、配線工事

アライドテレシス
監視センター

インターネット
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IT システム運用支援サービス

AlliedView NMS
RADIUS・認証サーバー

Solution Suite

石巻市立病院
開成仮診療所

石巻市立
牡鹿病院

石巻市
雄勝診療所

石巻市
寄磯診療所

リンクアグリゲーション 無線LAN


